
     ○東京藝術大学ティーチング・アシスタント実施要項 

 

                                                    平成４年10月１日 

                                                    学 長 裁 定         
改正  平成８年９月12日  平成16年４月１日 

平成20年11月19日  平成21年３月30日 

平成22年９月１日  平成25年３月28日 

平成25年10月24日  平成27年３月26日 

 （目的） 

第１条 この要項は、本学大学院の優秀な学生に対し、教育的配慮の下に教育補助

業務を行わせ、これに対する手当支給により学生の処遇の改善に資するととも 

に、大学教育の充実及び指導者としてのトレーニングの機会提供を図ることを目

的として、必要な事項を定めるものとする。 

 （名称） 

第２条 前条の教育補助事業を行う学生の名称は、ティーチング・アシスタント 

（以下「ＴＡ」という｡）とする。 

 （委嘱内容） 

第３条 ＴＡの委嘱内容は、指導教員の指導の下に学部学生及び修士課程学生に対

する実習、演習等の教育補助業務を行うものとする。 

 （資格） 

第４条 ＴＡとなることのできる者は、本学大学院の学生とする。 

 （募集・選考） 

第５条 ＴＡの公募及び選考は、各研究科ごとに行う。 

 （申請） 

第６条 ＴＡを希望する大学院の学生は、指導教員の推薦を受けて当該研究科長に

申請を行うものとする。 

 （選考） 

第７条 ＴＡの選考は、研究科委員会の審議を経て、研究科長が行うものとする。 

 （選考基準） 

第８条 研究科委員会は、ＴＡを希望する学生の研究内容及び研究・授業等に支障

が生じないように配慮して次に掲げる基準により、選考を行うものとする。 

（１）本人の学業成績が優秀であること 

（２）教育補助業務に従事させることにより、大学教育の充実が期待されるもので

  あること 

２ 前項に掲げるもののほか、各研究科において必要な基準は別に定めることがで

 きる。 

 （委嘱期間） 

第９条 ＴＡの委嘱期間は、当該会計年度を超えない範囲内とする。 

 （委嘱手続及び手当等） 

第１０条 ＴＡの委嘱手続及び手当等については、別に定めるものとする。 

 （終了報告） 

第１１条 教育補助業務を終了したＴＡは、教育補助業務を担当した事により得ら

れた成果を、指導教員を通じて研究科長に報告するものとする。 



 （その他） 

第１２条 この要項に定めるもののほか、ＴＡの実施に関して必要な事項は、各研

究科において定めるものとする。 

 

   附 則 

 この要項は、平成４年10月１日から実施する。 

   附 則 

 この要項は、平成８年９月12日から施行し、平成８年４月１日から適用する。 

   附 則 

 この要項は、平成16年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要項は、平成20年11月19日から施行する。 

   附 則 

 この要項は、平成21年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要項は、平成22年９月１日から施行する。 

   附 則 

 この要項は、平成25年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要項は、平成25年10月24日から施行し、平成25年７月18日から適用する。 

   附 則 

 この要項は、平成27年４月１日から施行する。 

 



（別紙様式１） 

（元号）  年  月  日 

 

ティーチング・アシスタント申請書 

研 究 科 名  専 攻 名  学生番号   

氏   名                          印  男 ・ 女  

生 年 月 日    （元号）   年   月   日 （   歳） 

現在の研究課題の概要 

希望担当科目 
 

希望する担当 

週当時間数 
           時間      年間担当時間数          時間 

希望する担当 

授業期間 
  （元号）   年   月   日  ～ （元号）  年   月    日

ティーチング・アシスタント経験の有無    有 ・ 無 （有の場合    年度）

 上記の者は、ティーチング・アシスタントとして適任であると認められるので、ティ

ーチング・アシスタントとして推薦する。 

              指導教員職名・氏名                             印 

 

（注）１．履歴書を添付すること  

   ２．外国籍の者（特別永住者を除く）は、外国人登録証明書の写しを添付すること



（別紙様式２）  

（元号）  年  月  日  

 

ティーチング・アシスタント成果報告書  

研 究 科 名  専 攻 名  学生番号   

氏   名                             印  男 ・ 女  

生 年 月 日    （元号）   年   月   日 （   歳） 

担 当 科 目  

担当週時間数        時間 年間担当時間数                 時間  

担当授業期間 （元号）  年   月    日 ～ （元号）  年   月  日  

授業補助業務内容（具体的に）  

 

 

 

 

 

 

 

担当により得られた教育研究効果（具体的に） 

 

 

 

 

 

 

備 考  

 

 

指導教員職名・氏名                                                     印 

（注）意見等があれば備考欄に記入すること  

 



（別紙様式３）

氏　　　名 雇　用　期　間

（元号）　年　　月　　日

～

（元号）　年　　月　　日

（元号）　年　　月　　日

～

（元号）　年　　月　　日

（元号）　年　　月　　日

～

（元号）　年　　月　　日

（元号）　年　　月　　日

～

（元号）　年　　月　　日

（元号）　年　　月　　日

～

（元号）　年　　月　　日

（元号）　年　　月　　日

～

（元号）　年　　月　　日

（元号）　年　　月　　日

～

（元号）　年　　月　　日

研究科

備　　　考担当時間総数 支給金額

時間 千円

（元号）　年度ティーチング・アシスタント実績報告書

時間 千円

千円時間

千円時間

千円時間

千円時間

千円時間

（注）　ティーチング・アシスタント制度により得られた成果の概要（様式適宜）を、
　　　添付すること。


